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認知症の人などに対する作業療法の臨床モデルの 1 つに，人間作業モデル(model of 
human occupation ; MOHO)がある 1)．これは，人が生活する環境のなかで，ある程度の心
身機能を維持し，動機づけられて習慣化された役割を担うことにより，日常生活が保たれ，
健康になるという人間の行動をモデル化した理論である．作業療法士はその視点で，対象
者の生活上の障害を評価し，その人がうまく生活に適応できるようにアプローチする．こ
のなかで，特に役割については，以前から作業療法が焦点を当ててきた 2)．つまり，人の障
害を改善するという視点だけではなく，障害をもったことにより失ったり低下したりした
役割を再び獲得できるようにすることをアプローチの目標として重要視してきた． 
認知症の人が経験する認知症に伴う行動・心理症状(behavioral and psychological 
symptoms of dementia ; BPSD)を観察すると，その行動の多くは，自分のやるべきことを
探索し，役割を懸命に遂行しようとしているように私にはみえる．役割を担うことは，人
間の生きることの本質に深く関与しているのではないだろうか．認知症の人が役割を担う
ことは，どのような効果があるのだろうか．人が役割を担うことの効果に関する論文をい
くつか紹介する． 
Vergheseらは 3)，450名以上の高齢者を対象に，21年間に渡り，余暇活動と認知症のリ
スクについて検討した．認知的活動では，読書，ボードゲーム，楽器演奏，身体的活動で
はダンスについて，それらを頻回に行っている場合，認知症のリスクが有意に低かった．
読書は別として，主に対人交流を伴う余暇活動は，認知症リスクを低くしているようであ
る．役割は個人では成り立たない．人との交流のなかで，自分が行いたい役割と，他者あ
るいは社会が担って欲しいと考える役割が一致したときに成立する．対人交流を伴うとい
うことは，役割行動の 1つと思われる．Jamesら 4)が機能的MRIを用いて，脳の容量と社
会的関連を調査した研究によると，社会的役割の多い対象者は，総脳容量と灰白質量が多
かった．社会的役割は認知機能の高さに寄与するかもしれないと考えられる．Pitkalaらの
RCT研究は 5)，75歳以上の 235名の高齢者を対象に，介入群は社会的役割を満たす相互補
完的アプローチを，対照群はグループに対して一方的に指導するアプローチを行い，
ADAS-Cog による認知的能力と精神機能の経過を観察した．結果として，社会的役割を満
たすアプローチ群は，ADAS-Cogと精神機能が有意に改善した． 
これらの研究は，認知症の人が何らかの社会的役割を担うと，うまく生活することがで
きる可能性があることを示唆している報告と思われる．例えば，些細なことや失敗が多少
あるとしても，認知症の人が庭の草花に水をやり，孫のことを気にかけ，あるいは家のな
かを片づけるなどを試みて，周囲の人がそれを受け入れたとたんに，認知症の人は安心し
て満足感が得られ，生活に彩りが生まれ，これからの生活をうまく続ける第一歩になると
考えられる．おそらく人は，どのような状況であろうとも役割を希求する存在と考えられ
る．それをいかにして満たしてゆくかが，認知症の人がうまく生活するための作業療法の
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キーポイントの 1つと考えている． 
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